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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子内視鏡により撮像された撮像信号を入力する入力部と、
　前記入力部から入力した撮像信号に対して画像処理を行う画像処理部と、
　前記画像処理部により画像処理された撮像信号を画像表示装置に出力する出力部と、
　前記電子内視鏡と通信して該電子内視鏡から対物レンズのレンズ特性を示すレンズ情報
を取得するレンズ情報取得部と、を備え、
　前記画像処理部は、
　前記画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が、前記撮像信号が示す撮像画像の
アスペクト比の値よりも大きいとき、前記撮像画像の中心部の画像に比べて前記中心部の
外側の周辺部の画像の拡大率を大きくし、かつ前記画像表示装置の表示エリアのアスペク
ト比に合わせる第１の画像処理を行い、前記画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の
値が、前記撮像信号が示す撮像画像のアスペクト比の値以下のとき、前記撮像画像の全域
の拡大率を一定にし、かつ前記画像表示装置の表示エリアのアスペクト比に合わせる第２
の画像処理を行い、
　前記レンズ情報取得部により取得したレンズ情報に基づいて前記電子内視鏡の対物レン
ズの最大画角が１２０°未満と判断すると、前記第２の画像処理のみを行う電子内視鏡用
の画像処理装置。
【請求項２】
　電子内視鏡により撮像された撮像信号を入力する入力部と、
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　前記入力部から入力した撮像信号に対して画像処理を行う画像処理部と、
　前記画像処理部により画像処理された撮像信号を画像表示装置に出力する出力部と、
　前記電子内視鏡と通信して該電子内視鏡から対物レンズのレンズ特性を示すレンズ情報
を取得するレンズ情報取得部と、を備え、
　前記画像処理部は、前記画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が、前記撮像信
号が示す撮像画像のアスペクト比の値よりも大きく、かつ前記レンズ情報取得部により取
得したレンズ情報に基づいて前記電子内視鏡の対物レンズの最大画角が１２０°以上の広
角レンズであって、前記撮像画像の像高が高くなる程、画角を圧縮して結像させる広角レ
ンズと判断すると、前記撮像画像の中心部の画像に比べて前記中心部の外側の周辺部の画
像であって、前記圧縮された画角の画像の拡大率を大きくし、かつ前記画像表示装置の表
示エリアのアスペクト比に合わせる第１の画像処理を行い、前記画像表示装置の表示エリ
アのアスペクト比の値が、前記撮像信号が示す撮像画像のアスペクト比の値以下のとき、
前記撮像画像の全域の拡大率を一定にし、かつ前記画像表示装置の表示エリアのアスペク
ト比に合わせる第２の画像処理を行う電子内視鏡用の画像処理装置。
【請求項３】
　電子内視鏡により撮像された撮像信号を入力する入力部と、
　前記入力部から入力した撮像信号に対して画像処理を行う画像処理部と、
　前記画像処理部により画像処理された撮像信号を画像表示装置に出力する出力部と、
　前記電子内視鏡と通信して該電子内視鏡から対物レンズのレンズ特性を示すレンズ情報
を取得するレンズ情報取得部と、を備え、
　前記画像処理部は、前記画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が、前記撮像信
号が示す撮像画像のアスペクト比の値よりも大きいとき、前記レンズ情報取得部により取
得したレンズ情報に基づいて前記撮像画像の中心部の画像と前記中心部の外側の周辺部の
画像とを特定し、前記中心部の画像に比べて前記周辺部の画像の拡大率を大きくし、かつ
前記画像表示装置の表示エリアのアスペクト比に合わせる第１の画像処理を行い、前記画
像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が、前記撮像信号が示す撮像画像のアスペク
ト比の値以下のとき、前記撮像画像の全域の拡大率を一定にし、かつ前記画像表示装置の
表示エリアのアスペクト比に合わせる第２の画像処理を行う電子内視鏡用の画像処理装置
。
【請求項４】
　電子内視鏡により撮像された撮像信号を入力する入力部と、
　前記入力部から入力した撮像信号に対して画像処理を行う画像処理部と、
　前記画像処理部により画像処理された撮像信号を画像表示装置に出力する出力部と、
　前記画像表示装置と通信し、前記画像表示装置の表示エリアのアスペクト比に関する情
報を取得する表示情報取得部と、を備え、
　前記画像処理部は、
　前記画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が、前記撮像信号が示す撮像画像の
アスペクト比の値よりも大きいとき、前記撮像画像の中心部の画像に比べて前記中心部の
外側の周辺部の画像の拡大率を大きくし、かつ前記画像表示装置の表示エリアのアスペク
ト比に合わせる第１の画像処理を行い、前記画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の
値が、前記撮像信号が示す撮像画像のアスペクト比の値以下のとき、前記撮像画像の全域
の拡大率を一定にし、かつ前記画像表示装置の表示エリアのアスペクト比に合わせる第２
の画像処理を行い、
　前記表示情報取得部が前記画像表示装置の表示エリアのアスペクト比に関する情報を取
得できないときは、前記第２の画像処理を行う電子内視鏡用の画像処理装置。
【請求項５】
　電子内視鏡により撮像された撮像信号を入力する入力部と、
　前記入力部から入力した撮像信号に対して画像処理を行う画像処理部と、
　前記画像処理部により画像処理された撮像信号を画像表示装置に出力する出力部と、
　第１のモード又は第２のモードを手動操作により選択させるモード選択部と、を備え、
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　前記画像処理部は、
　前記画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が、前記撮像信号が示す撮像画像の
アスペクト比の値よりも大きいとき、前記撮像画像の中心部の画像に比べて前記中心部の
外側の周辺部の画像の拡大率を大きくし、かつ前記画像表示装置の表示エリアのアスペク
ト比に合わせる第１の画像処理を行い、前記画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の
値が、前記撮像信号が示す撮像画像のアスペクト比の値以下のとき、前記撮像画像の全域
の拡大率を一定にし、かつ前記画像表示装置の表示エリアのアスペクト比に合わせる第２
の画像処理を行い、
　前記モード選択部により前記第１のモードが選択されると、前記第１の画像処理を優先
させ、前記モード選択部により前記第２のモードが選択されると、前記第２の画像処理を
優先させて画像処理を行う電子内視鏡用の画像処理装置。
【請求項６】
　前記画像処理部による前記第１の画像処理における前記撮像画像の中心部及び周辺部の
拡大率を任意に設定する拡大率設定部を備えた請求項１から５のいずれか１項に記載の電
子内視鏡用の画像処理装置。
【請求項７】
　前記画像表示装置と通信することにより該画像処理装置の表示エリアの表示サイズを取
得する表示サイズ取得部を備え、
　前記拡大率設定部は、前記撮像画像の中心部の表示サイズを任意に設定することにより
、前記表示サイズ取得部が取得した前記画像処理装置の表示エリアの表示サイズと、前記
設定した前記撮像画像の中心部の表示サイズとに基づいて前記撮像画像の中心部及び周辺
部の拡大率を設定する請求項６に記載の電子内視鏡用の画像処理装置。
【請求項８】
　前記画像表示装置と通信することにより該画像処理装置の表示エリアの表示サイズを取
得する表示サイズ取得部を備え、
　前記拡大率設定部は、前記撮像画像の周辺部の表示サイズを任意に設定することにより
、前記表示サイズ取得部が取得した前記画像処理装置の表示エリアの表示サイズと、前記
設定した前記撮像画像の周辺部の表示サイズとに基づいて前記撮像画像の中心部及び周辺
部の拡大率を設定する請求項６に記載の電子内視鏡用の画像処理装置。
【請求項９】
　前記電子内視鏡と通信し、前記撮像画像のアスペクト比に関する情報を取得する画像情
報取得部を備えた請求項１から８のいずれか１項に記載の電子内視鏡用の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記電子内視鏡と、
　前記電子内視鏡により撮像された撮像信号を入力する請求項１から９のいずれか１項に
記載の電子内視鏡用の画像処理装置と、
　前記画像処理装置の出力部から前記画像処理された撮像信号を入力する画像表示装置と
、
　を備えた電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電子内視鏡用の画像処理装置、電子内視鏡システム及び電子内視鏡用の画像処
理方法に係り、特に所望の視野角をもった高品位の内視鏡画像を取得する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、医療分野において内視鏡を利用した医療診断が行われている。例えば電子ス
コープと呼ばれる電子内視鏡には、患者の体内に挿入される挿入部が設けられている。こ
の挿入部の先端部位である挿入部先端部の内部空間には、対物レンズ、及び対物レンズに
より結像される光学像を撮像する固体撮像素子などが設けられている。
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【０００３】
　管腔形状を観察する内視鏡の場合、管腔内にひだや突起物があると、それらに隠れた箇
所は内視鏡先端を湾曲させても観察が困難である。そこで、内視鏡の対物レンズの視野を
広角にすることで、観察範囲を広げるようにしているが、広角の対物レンズは、歪曲収差
が発生しやすく、視野周辺での画像がつぶれて見えるという問題がある。
【０００４】
　これに対し、光学系の観察画角や大きさを考慮しつつ、特に画面周辺部分が観察しやす
い内視鏡用画像装置が提案されている（特許文献１）。
【０００５】
　特許文献１に記載の内視鏡用画像装置は、撮像素子に結像された光学像の位置を移動及
び変換する際に、放射方向と同心方向とで画像の電子拡大倍率を独立して操作し、これに
より中心部よりも周辺部の見えがよくなるように歪曲を補正している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００９－２７６３７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１に記載の内視鏡用画像装置は、撮像された画像の周辺部において、周辺部の
同心方向よりも放射方向の電子拡大倍率を大きくし、これにより中心部よりも周辺部の見
えをよくするようにしているが、電子拡大倍率を中心部よりも周辺部を大きくした結果、
中心部の見えが劣化するという問題がある。
【０００８】
　即ち、中心部よりも周辺部の電子拡大倍率を大きくすると、中心部と周辺部との電子拡
大倍率を変更しない場合に比べて、相対的に中心部の画像が小さくなり、中心部の見えが
劣化する。
【０００９】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、広角の対物レンズにより撮像された
撮像画像の中心部の画像の見えを劣化させることがなく、かつ一定の条件下で撮像画像の
周辺部の画像の見えをよくすることができる電子内視鏡用の画像処理装置、電子内視鏡シ
ステム及び電子内視鏡用の画像処理方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために本発明の一の態様に係る電子内視鏡用の画像処理装置は、電
子内視鏡により撮像された撮像信号を入力する入力部と、入力部から入力した撮像信号に
対して画像処理を行う画像処理部と、画像処理部により画像処理された撮像信号を画像表
示装置に出力する出力部と、を備え、画像処理部は、画像表示装置の表示エリアのアスペ
クト比の値が、撮像信号が示す撮像画像のアスペクト比の値よりも大きいとき、撮像画像
の中心部の画像に比べて中心部の外側の周辺部の画像の拡大率を大きくし、かつ画像表示
装置の表示エリアのアスペクト比に合わせる第１の画像処理を行い、画像表示装置の表示
エリアのアスペクト比の値が、撮像信号が示す撮像画像のアスペクト比の値以下のとき、
撮像画像の全域の拡大率を一定にし、かつ画像表示装置の表示エリアのアスペクト比に合
わせる第２の画像処理を行うようにしている。
【００１１】
　本発明の一の態様によれば、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が、撮像信
号が示す撮像画像のアスペクト比の値よりも大きいときには、撮像画像の中心部の画像に
比べて周辺部の画像の拡大率を大きくし、かつ画像表示装置の表示エリアのアスペクト比
に合わせる第１の画像処理を行うようにしたため、撮像画像の中心部の画像の見えを劣化
させることがなく、また、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が撮像画像のア
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スペクト比の値よりも大きいとき（即ち、撮像画像のアスペクト比と同じアスペクト比を
有する画像表示装置に対して横長の画像表示装置のとき）には、横方向に広がった表示エ
リアを利用して撮像画像の周辺部の画像の拡大率を大きくしたため、周辺部の画像の見え
をよくすることができる。尚、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が、撮像信
号が示す撮像画像のアスペクト比の値以下のときには、撮像画像の全域の拡大率を一定に
し、かつ画像表示装置の表示エリアのアスペクト比に合わせる第２の画像処理を行うよう
にしたため、撮像画像の中心部の画像の見えが劣化することがない。
【００１２】
　本発明の他の態様に係る電子内視鏡用の画像処理装置において、電子内視鏡と通信して
電子内視鏡から対物レンズのレンズ特性を示すレンズ情報を取得するレンズ情報取得部を
備え、画像処理部は、レンズ情報取得部により取得したレンズ情報に基づいて電子内視鏡
の対物レンズの最大画角が１２０°未満と判断すると、第２の画像処理のみを行うことが
好ましい。
【００１３】
　対物レンズの最大画角が１２０°未満の場合には、撮像画像の周辺部は大幅に圧縮され
ていないため、撮像画像の全域の拡大率を一定にする第２の画像処理を行っても周辺部の
見えを確保することができるからである。
【００１４】
　本発明の更に他の態様に係る内視鏡装置用の画像処理装置において、電子内視鏡と通信
して電子内視鏡から対物レンズのレンズ特性を示すレンズ情報を取得するレンズ情報取得
部を備え、画像処理部は、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が、撮像信号が
示す撮像画像のアスペクト比の値よりも大きく、かつレンズ情報取得部により取得したレ
ンズ情報に基づいて電子内視鏡の対物レンズの最大画角が１２０°以上の広角レンズであ
って、撮像画像の像高が高くなる程、画角を圧縮して結像させる広角レンズと判断すると
、圧縮された画角の画像を周辺部の画像として中心部の画像よりも拡大率を大きくするこ
とが好ましい。
【００１５】
　対物レンズの最大画角が１２０°以上の広角レンズは、撮像画像の像高が高くなる程、
画角を圧縮して結像させることになるが、このようして圧縮された画角の画像（周辺部の
画像）の拡大率を、中心部の画像よりも大きくし、周辺部の見えをよくするようにしてい
る。
【００１６】
　本発明の更に他の態様に係る電子内視鏡用の画像処理装置において、電子内視鏡と通信
して電子内視鏡から対物レンズのレンズ特性を示すレンズ情報を取得するレンズ情報取得
部を備え、画像処理部は、撮像画像の周辺部の画像を中心部の画像よりも拡大率を大きく
する際に、レンズ情報取得部により取得したレンズ情報に基づいて撮像画像の中心部の画
像と周辺部の画像とを特定することが好ましい。
【００１７】
　これにより、対物レンズのレンズ特性を示すレンズ情報に基づいて撮像画像の中心部の
画像と周辺部の画像とを特定することができ、第１の画像処理を行う際に、拡大率を異な
らせる中心部と周辺部とを特定することができる。特に、電子内視鏡に応じて対物レンズ
のレンズ特性が異なる場合に、撮像画像の中心部と周辺部に対してそれぞれ適切な拡大率
を施す第１の画像処理を行うことができる。
【００１８】
　本発明の更に他の態様に係る内視鏡装置用の画像処理装置において、画像処理部による
第１の画像処理における撮像画像の中心部及び周辺部の拡大率を任意に設定する拡大率設
定部を備えることが好ましい。
【００１９】
　本発明の更に他の態様に係る電子内視鏡用の画像処理装置において、画像表示装置と通
信することにより画像処理装置の表示エリアの表示サイズを取得する表示サイズ取得部を
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備え、拡大率設定部は、撮像画像の中心部の表示サイズを任意に設定することにより、表
示サイズ取得部が取得した画像処理装置の表示エリアの表示サイズと、設定した撮像画像
の中心部の表示サイズとに基づいて撮像画像の中心部及び周辺部の拡大率を設定する。画
像処理装置の表示エリアの表示サイズと撮像画像の中心部の表示サイズとが決まると、周
辺部の表示サイズが決まり、その結果、撮像画像の中心部及び周辺部の拡大率を設定する
ことができる。
【００２０】
　本発明の更に他の態様に係る電子内視鏡用の画像処理装置において、画像表示装置と通
信することにより画像処理装置の表示エリアの表示サイズを取得する表示サイズ取得部を
備え、拡大率設定部は、撮像画像の周辺部の表示サイズを任意に設定することにより、表
示サイズ取得部が取得した画像処理装置の表示エリアの表示サイズと、設定した撮像画像
の周辺部の表示サイズとに基づいて撮像画像の中心部及び周辺部の拡大率を設定する。画
像処理装置の表示エリアの表示サイズと撮像画像の周辺部の表示サイズとが決まると、中
心部の表示サイズが決まり、その結果、撮像画像の中心部及び周辺部の拡大率を設定する
ことができる。
【００２１】
　本発明の更に他の態様に係る電子内視鏡用の画像処理装置において、電子内視鏡と通信
し、撮像画像のアスペクト比に関する情報を取得する画像情報取得部を備えることが好ま
しい。撮像画像のアスペクト比に関する情報は、撮像画像の画像サイズ（横方向の画素数
×縦方向の画素数）、又は撮像画像の横方向の画素数に対する縦方向の画素数の比である
。
【００２２】
　本発明の更に他の態様に係る電子内視鏡用の画像処理装置において、画像表示装置と通
信し、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比に関する情報を取得する表示情報取得部
を備えることが好ましい。例えば、ＨＤＭＩ（登録商標）（High-Definition Multimedia
 Interface）規格に準拠した画像表示装置と通信する場合には、ＨＤＭＩ（登録商標）端
子を通じて表示サイズ等のディスプレイ情報を取得することができる。
【００２３】
　本発明の更に他の態様に係る電子内視鏡用の画像処理装置において、画像処理部は、表
示情報取得部が画像表示装置の表示エリアのアスペクト比に関する情報を取得できないと
きは、第２の画像処理を行うことが好ましい。誤って第１の画像処理が適用することによ
り、撮像画像の中心部の見えが劣化する不具合を防止するためである。
【００２４】
　本発明の更に他の態様に係る電子内視鏡用の画像処理装置において、画像処理部に第１
の画像処理を行わせる第１のモード、又は画像処理部に第２の画像処理を行わせる第２の
モードを手動操作により選択させるモード選択部を備え、画像処理部は、モード選択部に
より第１のモードが選択されると、第１の画像処理を優先させ、モード選択部により第２
のモードが選択されると、第２の画像処理を優先させて画像処理を行うことが好ましい。
手動操作により選択したモードに対応する画像処理を優先させることにより、周辺部の画
像が圧縮されていても生の画像を見たいという要求や、中心部の見えが劣化しても周辺部
の見えを優先させたいという要求に応えることができる。
【００２５】
　本発明の更に他の態様に係る電子内視鏡システムは、電子内視鏡と、電子内視鏡により
撮像された撮像信号を入力する前述の画像処理装置と、画像処理装置の出力部から画像処
理された撮像信号を入力する画像表示装置と、を備える。
【００２６】
　本発明の更に他の態様に係る電子内視鏡用の画像処理方法は、電子内視鏡により撮像さ
れた撮像信号を入力するステップと、入力した撮像信号に対して画像処理を行うステップ
と、画像処理された撮像信号を画像表示装置に出力するステップと、を含み、画像処理を
行うステップは、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が、撮像信号が示す撮像
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画像のアスペクト比の値よりも大きいとき、撮像画像の中心部の画像に比べて中心部の外
側の周辺部の画像の拡大率を大きくし、かつ画像表示装置の表示エリアのアスペクト比に
合わせる第１の画像処理を行い、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が、撮像
信号が示す撮像画像のアスペクト比の値以下のとき、撮像画像の全域の拡大率を一定にし
、かつ画像表示装置の表示エリアのアスペクト比に合わせる第２の画像処理を行う。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が、撮像信号が示す撮
像画像のアスペクト比の値よりも大きいとき、撮像画像の中心部の画像に比べて周辺部の
画像の拡大率を大きくし、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が、撮像信号が
示す撮像画像のアスペクト比の値以下のとき、撮像画像の全域の拡大率を一定にするよう
にしたため、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比及び撮像画像のアスペクト比にか
かわらず、撮像画像の中心部の画像の見えを劣化させることがなく、かつ画像表示装置の
表示エリアのアスペクト比の値が、撮像信号が示す撮像画像のアスペクト比の値よりも大
きいときには、撮像画像の中心部の画像に比べて周辺部の画像の拡大率を大きくしたため
、撮像画像の周辺部の画像の見えをよくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明に係る電子内視鏡システムの斜視図である。
【図２】電子内視鏡システムの電気的構成を示すブロック図である。
【図３】固体撮像素子４５の有効画素エリア、表示可能画素エリア、対物レンズにより光
学像が結像される結像エリア、及び画像表示装置の表示エリアに表示される表示画素エリ
アの位置関係を示す図である。
【図４】表示可能画素エリアの中心と結像エリアの中心とがずれている状態において、結
像エリアの中心を基準に表示エリアに対応する画像を切り出す場合を示す図である。
【図５】各種の画像表示装置の表示サイズを示す図表である。
【図６】撮像画像のアスペクト比と画像表示装置の表示エリアのアスペクト比とが一致し
ている場合に画像表示装置に表示される表示画面の一例を示す図である。
【図７】撮像画像のアスペクト比が４：３、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比が
１６：９の場合に画像表示装置に表示される表示画面の一例を示す図である。
【図８】撮像画像のアスペクト比が４：３、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比が
１６：９の場合に画像表示装置に表示される表示画面の他の例を示す図である。
【図９】撮像画像のアスペクト比が４：３、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比が
８：５の場合に画像表示装置に表示される表示画面の一例を示す図である。
【図１０】撮像画像のアスペクト比が４：３、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比
が５：４の場合に画像表示装置に表示される表示画面の一例を示す図である。
【図１１】画像表示装置の表示画面の一例を示す図である。
【図１２】本発明の内視鏡装置に用いられるカプセルシステムの概略図である。
【図１３】他実施形態のカプセルシステムの概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、添付図面に従って本発明に係る電子内視鏡用の画像処理装置、電子内視鏡システ
ム及び電子内視鏡用の画像処理方法の好ましい実施の形態について説明する。
【００３０】
　［電子内視鏡システムの全体構成］
　図１は本発明に係る電子内視鏡システム１０の外観斜視図である。
【００３１】
　図１に示すように電子内視鏡システム１０は、大別して、患者体内の観察対象を撮像す
る電子スコープ（ここでは軟性内視鏡）としての電子内視鏡１１と、光源装置１２と、プ
ロセッサ装置１３と、画像表示装置（モニタ）１４と、を備えている。
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【００３２】
　光源装置１２は、観察対象を照明する照明光を電子内視鏡１１へ供給する。プロセッサ
装置１３は、本発明の画像処理装置の一形態に相当するものであり、電子内視鏡１１によ
り得られた画像信号に基づいて画像表示装置１４に表示する表示用画像の画像データ（以
下、「表示用画像データ」という）を生成して画像表示装置１４に出力する。画像表示装
置１４は、プロセッサ装置１３から入力される画像データに基づき観察対象の観察像を表
示する。
【００３３】
　電子内視鏡１１は、患者体内に挿入される可撓性の挿入部１６と、挿入部１６の基端部
に連設され、電子内視鏡１１の把持及び挿入部１６の操作に用いられる手元操作部１７と
、手元操作部１７を光源装置１２及びプロセッサ装置１３に接続するユニバーサルコード
１８と、を備えている。
【００３４】
　挿入部１６の先端部位である挿入部先端部１６ａには、観察対象を照明する照明窓４２
、撮像に用いられる対物レンズ４４、固体撮像素子４５などが内蔵されている（図２参照
）。挿入部先端部１６ａの後端には、湾曲自在な湾曲部１６ｂが連設されている。また、
湾曲部１６ｂの後端には、可撓性を有する可撓管部１６ｃが連設されている。
【００３５】
　手元操作部１７には、アングルノブ２１、操作ボタン２２、及び鉗子入口２３などが設
けられている。アングルノブ２１は、湾曲部１６ｂの湾曲方向及び湾曲量を調整する際に
回転操作される。操作ボタン２２は、送気・送水や吸引等の各種の操作に用いられる。鉗
子入口２３は、挿入部１６内の鉗子チャネルに連通している。
【００３６】
　ユニバーサルコード１８には、送気・送水チャンネル、信号ケーブル、及びライトガイ
ドなどが組み込まれている。ユニバーサルコード１８の先端部には、光源装置１２に接続
されるコネクタ部２５ａと、プロセッサ装置１３に接続されるコネクタ部２５ｂとが設け
られている。これにより、コネクタ部２５ａを介して、光源装置１２から電子内視鏡１１
に照明光が供給されると共に、コネクタ部２５ｂを介して、電子内視鏡１１により得られ
た画像信号がプロセッサ装置１３に入力される。
【００３７】
　［電子内視鏡システムの電気的構成］
　図２は電子内視鏡システム１０の電気的構成を示すブロック図である。図２に示すよう
に、光源装置１２は、光源中央処理装置（光源ＣＰＵ(Central Processing Unit)）３１
、光源３２、光源ドライバ３３、絞り機構３４、及び集光レンズ３５を有している。光源
ＣＰＵ３１は、光源ドライバ３３及び絞り機構３４の制御を行う。また、光源ＣＰＵ３１
は、プロセッサ装置１３のプロセッサＣＰＵ６１と通信を行い、各種情報の遣り取りを行
う。
【００３８】
　光源３２は、発光ダイオード（ＬＥＤ:Light Emitting Diode）やレーザダイオード（
ＬＤ:Laser Diode）などの半導体光源あるいはキセノンランプなどが用いられ、光源ドラ
イバ３３により照明光の出射が制御される。絞り機構３４は、光源３２の光射出側に配置
され、光源３２から集光レンズ３５に入射される照明光の光量を増減させる。集光レンズ
３５は、絞り機構３４を通過した照明光を集光して、光源装置１２に接続されたコネクタ
部２５ａ内のライトガイド４０の入射端に導く。
【００３９】
　電子内視鏡１１は、大別して、ライトガイド４０と、照明窓４２と、観察窓４３と、撮
像部の一形態である対物レンズ４４及び固体撮像素子４５と、内視鏡ＣＰＵ４７と、ＲＯ
Ｍ（Read Only Memory）４８と、内視鏡記憶部４９とを有している。
【００４０】
　ライトガイド４０は、大口径光ファイバ、バンドルファイバなどが用いられる。ライト
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ガイド４０は、その入射端がコネクタ部２５ａを介して光源装置１２に挿入されており、
その出射端が挿入部１６を通って挿入部先端部１６ａ内に設けられた照明窓４２に対向し
ている。光源装置１２からライトガイド４０に供給された照明光は、照明窓４２を通して
観察対象に照射される。そして、観察対象で反射／散乱した照明光は、観察窓４３を通し
て対物レンズ４４に入射する。
【００４１】
　対物レンズ４４は、観察窓４３の奥側に配置されている。対物レンズ４４は、観察窓４
３を通して入射した照明光の反射光または散乱光、即ち、観察対象の光学像を固体撮像素
子４５の撮像面に結像させる。本例の対物レンズ４４は、最大画角（「視野角」ともいう
）が１２０°以上の広角レンズであるが、プロセッサ装置１３に接続させる電子内視鏡の
種類、機種等によっては、最大画角が１２０°未満の対物レンズもある。
【００４２】
　固体撮像素子４５は、ＣＭＯＳ（complementary metal oxide semiconductor）型又は
ＣＣＤ（charge coupled device）型の撮像素子であり、対物レンズ４４よりも奥側の位
置で対物レンズ４４に相対的に位置決め固定されている。固体撮像素子４５の撮像面には
、光学像を光電変換する複数の光電変換素子（フォトダイオード）により構成される複数
の画素が２次元配列されている。固体撮像素子４５は、対物レンズ４４により結像される
光学像を電気的な画像信号に変換してプロセッサ装置１３に出力する。
【００４３】
　尚、固体撮像素子４５がＣＭＯＳ型である場合には、Ａ／Ｄ(Analog/Digital)変換器が
内蔵されており、固体撮像素子４５からプロセッサ装置１３に対してデジタルの画像信号
が直接出力される。また、固体撮像素子４５がＣＣＤ型である場合には、固体撮像素子４
５から出力される画像信号は図示しないＡ／Ｄ変換器等でデジタルな画像信号に変換され
た後、プロセッサ装置１３に出力される。
【００４４】
　内視鏡ＣＰＵ４７は、ＲＯＭ４８等から読み出した各種プログラムやデータを逐次実行
して、主として固体撮像素子４５の駆動を制御する。
【００４５】
　また、内視鏡ＣＰＵ４７は、プロセッサ装置１３のプロセッサＣＰＵ６１と通信を行っ
て、ＲＯＭ４８や内視鏡記憶部４９に記憶されている情報を、プロセッサ装置１３に送信
する。ＲＯＭ４８には、プロセッサ装置１３に送信される情報として、例えば、電子内視
鏡１１の種類を識別するための識別情報が記憶されている。
【００４６】
　内視鏡記憶部４９には、プロセッサ装置１３に送信される情報として、詳しくは後述す
る固体撮像素子４５の撮像素子情報４９Ａ及び対物レンズ４４のレンズ情報４９Ｂが電子
内視鏡１１の製造時に予め記憶されている。
【００４７】
　プロセッサ装置１３は、プロセッサＣＰＵ６１、ＲＯＭ６２、デジタル信号処理回路（
ＤＳＰ：Digital Signal Processor）６３、操作部６４、画像処理部６５、及び表示ドラ
イバ６６を有している。
【００４８】
　プロセッサＣＰＵ６１は、ＲＯＭ６２から必要なプログラムやデータを読み出して逐次
処理することで、プロセッサ装置１３の各部を制御する。
【００４９】
　また、プロセッサＣＰＵ６１は、内視鏡ＣＰＵ４７と通信して識別情報、撮像素子情報
４９Ａ及びレンズ情報４９Ｂを取得し、取得した識別情報をＤＳＰ６３に出力すると共に
、撮像素子情報４９Ａ及びレンズ情報４９Ｂを画像処理部６５に出力する。従って、プロ
セッサＣＰＵ６１は、本発明の画像情報取得部及びレンズ情報取得部の一形態に相当する
ものである。
【００５０】
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　更に、プロセッサＣＰＵ６１は、画像表示装置１４がＨＤＭＩ（登録商標）（High-Def
inition Multimedia Interface）規格に準拠している場合には、画像表示装置１４からＨ
ＤＭＩ（登録商標）端子を介して表示サイズ等のディスプレイ情報を取得し、取得したデ
ィスプレイ情報を画像処理部６５に出力する。従って、プロセッサＣＰＵ６１は、本発明
の表示サイズ取得部の一形態に相当するものである。
【００５１】
　プロセッサＣＰＵ６１は、電子内視鏡１１から取得した撮像素子情報４９Ａ、レンズ情
報４９Ｂ、及び画像表示装置１４から取得したディスプレイ情報を、内蔵のＲＡＭ（Rand
om Access Memory)６１Ａ（図４）を一時的に保持する。
【００５２】
　固体撮像素子４５から出力される撮像信号を入力する入力部の一形態として機能するＤ
ＳＰ６３は、プロセッサＣＰＵ６１の制御の下、電子内視鏡１１から入力された１フレー
ム分の画像信号に対し、色補間、色分離、色バランス調整、ガンマ補正、画像強調処理等
の各種信号処理を行い、１フレーム分の画像データを生成する。尚、ＤＳＰ６３は、プロ
セッサＣＰＵ６１から入力された識別情報に基づき、電子内視鏡１１の種類（機種）に応
じた各種の信号処理を行う。そして、ＤＳＰ６３は、生成した１フレーム分ごとの画像デ
ータを逐次に画像処理部６５に出力する。
【００５３】
　操作部６４は、詳しくは後述する拡大率設定部５１及びモード選択部５３の一形態に相
当するものである。
【００５４】
　画像処理部６５は、図４に示すように電子拡大処理部８１と、表示エリアに対応する画
像を切り出す画像切り出し部８２と、画像の一部をマスクで覆うマスク処理部８３とを含
み、プロセッサＣＰＵ６１の制御の下、電子内視鏡１１から取得した撮像素子情報４９Ａ
、レンズ情報４９Ｂ、及び画像表示装置１４から取得したディスプレイ情報に基づき、Ｄ
ＳＰ６３から入力される画像データに対して電子拡大処理、画像切り出し処理、及びマス
ク処理を施すことで、表示用画像データを生成する。そして、画像処理部６５は、表示用
画像データを表示ドライバ６６に出力する。尚、画像処理部６５の詳細については後述す
る。
【００５５】
　表示ドライバ６６は、画像表示装置１４に表示用画像データを出力する出力部であり、
画像処理部６５から入力される表示用画像データに基づき画像表示装置１４に観察対象の
観察像を表示させる。
【００５６】
　図３は、固体撮像素子４５の有効画素エリア１５０、表示可能画素エリア１５５、対物
レンズ４４により光学像が結像される結像エリア１６０、及び画像表示装置１４の表示エ
リアに表示される表示画素エリア１７０の位置関係を示す図である。
【００５７】
　図３は、対物レンズ４４の光軸と、固体撮像素子４５の表示可能画素エリア１５５の中
心とが一致し、かつ光軸方向が表示可能画素エリア１５５の面に対して垂直になる（光軸
の倒れがない）ように、対物レンズ４４と固体撮像素子４５とが相対的に高精度に位置決
めされている状態（理想的な位置決め状態）に関して示している。また、本例の対物レン
ズ４４は、最大画角（θ２）が１７０°の広角レンズであり、結像エリア１６０の中心部
（例えば、画角が１２０°未満の中心部）に比べて中心部の外側の周辺部を大きく圧縮し
て結像させるレンズ特性を有するものである。
【００５８】
　図３において、有効画素エリア１５０は、固体撮像素子４５の撮像面上において画素の
信号が実際に撮像した信号として用いられる画素エリアである。
【００５９】
　また、有効画素エリア１５０内には、画像表示装置１４での画像表示に用いることが可
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能なエリアである表示可能画素エリア１５５が含まれている。具体的に、表示可能画素エ
リア１５５は、有効画素エリア１５０から画像処理等に使用する部分と、数画素の余裕し
ろとを除いたエリアである。固体撮像素子４５の表示可能画素エリア１５５から読み出さ
れる撮像信号が、画像処理部６５により処理される信号である。
【００６０】
　本例の表示可能画素エリア１５５の水平方向及び垂直方向の画素数（撮像信号を示す撮
像画像の画素サイズ）は、それぞれ「Ｈ」及び「Ｖ」であり、表示可能画素エリア１５５
の横縦比である撮像画像のアスペクト比は、４：３（＝Ｈ：Ｖ）である。
【００６１】
　表示画素エリア１７０は、画像表示装置１４に表示される画像の観察対象表示エリアに
対応するエリアである。本例の表示画素エリア１７０は、表示可能画素エリア１５５と結
像エリア１６０との重複エリアであって、後述するように画像表示装置１４の表示エリア
の横縦比であるアスペクト比と撮像画像のアスペクト比とが不一致の場合（画像表示装置
１４の表示エリアのアスペクト比の値が撮像画像のアスペクト比の値よりも大きい場合）
には、画像表示装置１４の表示エリアのアスペクト比と一致するように切り出されるエリ
アである。
【００６２】
　尚、本例では、画像表示装置１４の表示エリアの横縦比であるアスペクト比が、撮像画
像のアスペクト比（４：３）と一致している場合、又は画像表示装置１４の表示エリアの
アスペクト比の値が、撮像画像のアスペクト比の値よりも小さい場合には、アスペクト比
を一致させるための画像の切り出し処理は行われない。
【００６３】
　また、本例では、画像表示装置１４の表示エリアと同形状になるように撮像画像のマス
ク処理（画像の一部をマスクで覆うマスク処理）を行っており、画像表示装置１４の表示
エリアのアスペクト比と撮像画像のアスペクト比とが一致していない場合には、マスク処
理により両者のアスペクト比を一致させることができる。
【００６４】
　［画像処理部］
　図４は、図２に示した画像処理部６５の内部構成を示すブロック図である。
【００６５】
　図４に示すように画像処理部６５は、主としてフレームメモリ８０、電子拡大処理部８
１、画像切り出し部８２及びマスク処理部８３から構成されている。
【００６６】
　プロセッサＣＰＵ６１に内蔵されているＲＡＭ６１Ａには、電子内視鏡１１から取得し
た撮像素子情報４９Ａ、レンズ情報４９Ｂ、及び画像表示装置１４から取得したディスプ
レイ情報が一時的に保持されており、プロセッサＣＰＵ６１は、ＲＡＭ６１Ａに保持され
ている情報に基づいて電子拡大処理部８１、画像切り出し部８２及びマスク処理部８３に
おける処理内容を示す制御情報をそれぞれ出力する。
【００６７】
　フレームメモリ８０は、ＤＳＰ６３から入力される１フレーム分ごとの画像データ（表
示可能画素エリア１５５の画像データ）を一時的に記憶するメモリであり、通常、複数フ
レーム分の画像データを同時に記憶する。尚、ＤＳＰ６３から入力される新たな画像デー
タは、フレームメモリ８０に記憶されている最も古い画像データに上書きされる。
【００６８】
　電子拡大処理部８１は、プロセッサＣＰＵ６１から入力する電子拡大率を示す制御情報
に基づき、画像データを入力した電子拡大率で電子的に拡大して表示用画像データを生成
する。
【００６９】
　ここで、本例の電子拡大処理は、電子拡大率に応じて画像データを補間して画素数を増
加させ、画像表示装置１４の表示エリアに対応する画像サイズにする処理であるが、画像
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データ（撮像画像）の中心部の画像に比べて周辺部の画像の拡大率を大きくする電子拡大
処理（第１の電子拡大処理）と、画像データ（撮像画像）の全域の拡大率を一定にする電
子拡大処理（第２の電子拡大処理）とを行う。
【００７０】
　尚、電子拡大処理部８１による電子拡大処理後の画像データの画像サイズの画素数（少
なくとも水平方向又は垂直方向の画像データの画素数）は、画像表示装置１４の表示エリ
アの画素数と一致していることが好ましい。また、プロセッサＣＰＵ６１は、電子内視鏡
１１から取得した撮像素子情報４９Ａに含まれる固体撮像素子４５の画像サイズ情報、及
び画像表示装置１４から取得したディスプレイ情報に含まれる表示サイズ情報に基づいて
電子拡大率を示す制御情報を設定することができる。
【００７１】
　電子拡大処理部８１は、プロセッサＣＰＵ６１から入力する制御情報に基づいて第１の
電子拡大処理、又は第２の電子拡大処理のいずれか一方の処理を行う。また、第１の電子
拡大処理を行う際の撮像画像の中心部と周辺部の各エリア、及び中心部の画像と周辺部の
画像の電子拡大率は、それぞれ撮像画像の像高に応じて予め設定されていてもよいし、プ
ロセッサＣＰＵ６１から指示されるものでもよい。
【００７２】
　画像切り出し部８２には、電子拡大処理部８１により処理された画像データと、プロセ
ッサＣＰＵ６１から画像切り出し情報とが加えられており、画像切り出し部８２は、入力
した画像切り出し情報に基づいて入力した画像データから表示用画像データを切り出し、
切り出した表示用画像データをマスク処理部８３に出力する。
【００７３】
　ここで、画像切り出し情報は、入力した画像データのアスペクト比を画像表示装置１４
の表示エリアのアスペクト比に一致させるための情報であり、本例では画像表示装置１４
の表示エリアのアスペクト比の値が撮像画像のアスペクト比の値よりも大きいときに、プ
ロセッサＣＰＵ６１から画像切り出し情報が出力され、画像表示装置１４の表示エリアの
アスペクト比の値が撮像画像のアスペクト比の値以下のときには、プロセッサＣＰＵ６１
から画像切り出し情報が出力されず、画像切り取り部８２では、入力した画像データから
の画像の切り出し処理を行わずに、入力した画像データをそのままマスク処理部８３に出
力する。
【００７４】
　マスク処理部８３は、マスク画像データに基づき、表示用画像データを表示エリアと同
形状にマスキングするマスク処理を行い、表示用画像データを生成する。
【００７５】
　即ち、マスク処理部８３は、画像切り出し部８２から表示用画像データを１画素ずつ入
力しながら、予め設定されたマスク画像データに基づき、表示エリア内に対応する画素（
非マスク部に対応する画素）はそのまま出力し、表示エリア外に対応する画素（マスク部
に対応する画素）は破棄して、代わりにマスク画素を出力する方法で行われる。マスク画
像データは、例えば、表示画素エリア１７０に対応する表示エリアが無色透明であり、表
示エリアよりも外側のエリア（マスクエリア）が低輝度（黒）画素に対応するデータであ
る。このマスク画像データは、種々の形態のものがあり、例えば、表示用画像データの四
隅をマスクする画像や、上下がカットされた円形の表示用画像データの円形の外側をマス
クするものなどがある。
【００７６】
　マスク処理部８３は、マスク処理が施された表示用画像データを、表示ドライバ６６に
出力する。これにより、表示ドライバ６６によって表示用画像データに基づく観察対象の
観察像が画像表示装置１４に表示される。尚、マスク処理部８３によるマスク処理は、本
発明において不可欠な画像処理ではない。
【００７７】
　［画像表示装置の表示サイズ］
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　図５は、各種の画像表示装置の表示サイズを示す図表である。
【００７８】
　図５に示すように電子内視鏡システム１０に適用される画像表示装置には、種々の表示
サイズ（画素数、アスペクト比）のものがある。尚、図５に示す画像表示装置の種類は、
一例にすぎない。
【００７９】
　一方、電子内視鏡１１の固体撮像素子４５により撮像される撮像画像のアスペクト比は
、４：３である。
【００８０】
　図５には、各種の画像表示装置の画素数（横×縦）、アスペクト比（横：縦）、及びア
スペクト比の値（横÷縦）が示されている。
【００８１】
　本発明は、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が撮像画像のアスペクト比の
値（＝１．３３）よりも大きい場合には、撮像画像の中心部の画像に比べて周辺部の画像
の拡大率を大きくし、かつ画像表示装置の表示エリアのアスペクト比に合わせる第１の画
像処理を行い、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が撮像画像のアスペクト比
の値以下の場合には、撮像画像の全域の拡大率を一定にし、かつ画像表示装置の表示エリ
アのアスペクト比に合わせる第２の画像処理を行うようにしている。
【００８２】
　また、第１の画像処理における中心部の画像の拡大率は、画像表示装置の表示エリアの
縦の画素数と撮像画像の縦の画素数との比により決定し、第２の画像処理における拡大率
は、画像表示装置の表示エリアの横の画素数と撮像画像の横の画素数との比により決定す
ることが好ましい。
【００８３】
　尚、電子内視鏡１１の固体撮像素子４５から出力される撮像画像のアスペクト比は、４
：３が一般的であるが、本発明はこれに限定されない。
【００８４】
　［アスペクト比が一致している場合］
　図６は、撮像画像のアスペクト比（４：３）と、画像表示装置１４の表示エリアのアス
ペクト比とが一致している場合に画像表示装置１４に表示される表示画面の一例を示す図
である。図５に示した例では、ＶＧＡ（Video Graphics Array）の画素数（640×480)を
有する画像表示装置、及びＸＧＡ（eXtended Graphics Array）の画素数(1280×768)を有
する画像表示装置の場合、これらの画像表示装置の表示エリアのアスペクト比と撮像画像
のアスペクト比とが一致する。
【００８５】
　この場合、電子拡大処理部８１は、プロセッサＣＰＵ６１からの制御情報により、撮像
画像の全域の拡大率を一定に電子拡大処理する第２の電子拡大処理を行い、画像切り出し
部８２は、電子拡大処理された画像データをそのまま後段のマスク処理部８３に出力する
。これらの画像処理は、本発明の第２の画像処理に相当する。
【００８６】
　マスク処理部８３は、マスク画像データに基づいて表示用画像データ中の不要なエリア
をマスク処理する。
【００８７】
　即ち、図３に示した固体撮像素子４５の各エリアと、図６に示した表示画面との比較か
らも明らかなように、図３に示した表示可能画素エリア１５５の画像が電子拡大処理部８
１により第２の電子拡大処理が行われ、表示画素エリア１７０に対応する画像表示装置１
４の表示エリア（図６に示す例では、最大画角（θ２＝１７０°））の外側のエリアがマ
スク処理されている。
【００８８】
　図６に示すように撮像画像中の所定の画角（本例では、θ１＝１２０°）以内の画像を
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中心部の画像とし、画角（θ１＝１２０°）と最大画角（θ２＝１７０°）との間の画像
を周辺部の画像（斜線で示した画像）とすると、撮像画像中の周辺部の画像は、中心部の
画像と比較して広角の対物レンズ４４により大幅に圧縮されていることが分かる。
【００８９】
　［アスペクト比が一致していない場合（撮像画像に対して表示エリアが横長のアスペク
ト比を有する場合）］
　図７から図９は、それぞれ撮像画像のアスペクト比（４：３）と、画像表示装置１４の
表示エリアのアスペクト比とが一致していない場合に画像表示装置１４に表示される表示
画面の一例を示す図であり、特に画像表示装置１４の表示エリアのアスペクト比の値が撮
像画像のアスペクト比の値よりも大きい場合（撮像画像に対して表示エリアが横長のアス
ペクト比を有する場合）に関して示している。
【００９０】
　図７及び図８は、それぞれ画像表示装置１４の表示エリアのアスペクト比が１６：９の
場合に関して示しており、図５に示した例では、ＦＨＤ(Full High Definition)の画像表
示装置が該当する。
【００９１】
　図７に示す例では、電子拡大処理部８１は、プロセッサＣＰＵ６１からの制御情報によ
り、撮像画像の中心部の画像に比べて周辺部の画像の拡大率を大きくして電子拡大処理す
る第１の電子拡大処理を行い、画像切り出し部８２は、画像表示装置１４の表示エリアの
アスペクト比（１６：９）と同じアスペクト比になるように電子拡大処理された画像デー
タから表示用画像データを切り出し、切り出した表示用画像データをマスク処理部８３に
出力する。これらの画像処理は、本発明の第１の画像処理に相当する。
【００９２】
　マスク処理部８３は、マスク画像データに基づいて表示用画像データ中の不要なエリア
をマスク処理する。
【００９３】
　広角の対物レンズ４４により撮像画像中の周辺部の画像は、中心部の画像と比較して大
幅に圧縮されているが、撮像画像の中心部の画像に比べて周辺部の画像の拡大率を大きく
して電子拡大処理（第１の電子拡大処理）を行うことにより、周辺部の画像の見えがよく
なるようにしている。
【００９４】
　即ち、図７に示すようにアスペクト比が１６：９のワイド画面の画像表示装置１４に画
像を表示させる際に、図６に示した画像処理（第２の画像処理）と同じ画像処理を行うと
、画像表示装置１４のワイド画面の左右に余白部分（マスクされたエリア等）が発生し、
ワイド画面が有効に活用されないことになるが、上記のように撮像画像の中心部の画像に
比べて周辺部の画像の拡大率を大きくする第１の電子拡大処理等を施すことにより、周辺
部の画像の見えをよくすることができるとともに、画像表示装置１４のワイド画面を有効
に活用することができる。
【００９５】
　尚、図７に示す第１の電子拡大処理は、撮像画像の周辺部（画角がθ１～θ２）の画像
の単位角度当たりの表示幅が、撮像画像の中心部（特に画角θ１の近傍の中心部）の単位
角度当たりの表示幅とほぼ一致するように電子拡大するようにしている。
【００９６】
　図８に示す実施形態は、図７に示した実施形態と比較して第１の電子拡大処理の内容が
相違する。
【００９７】
　即ち、図８に示す第１の電子拡大処理は、撮像画像の周辺部の画像（斜線で示した画像
）の拡大率を、撮像画像の中心部の画像の拡大率よりも大きくする際に、画角が大きくな
るにしたがって拡大率も大きくするようにしている。即ち、図８に示す第１の電子拡大処
理は、撮像画像の周辺部（画角がθ１～θ２）の画像の単位角度当たりの表示幅が、像高
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が高くなるにしたがって広くなるように電子拡大するようにしている。
【００９８】
　広角の対物レンズ４４は、通常、像高が高くなる程、画角を圧縮して結像させるレンズ
特性を有するが、上記の電子拡大処理はこのレンズ特性（圧縮率）に対応して拡大するよ
うにしている。これにより、撮像画像の周辺部の画像（最大画角θ２近傍の画像）の見え
をよくしている。
【００９９】
　図９は、画像表示装置１４の表示エリアのアスペクト比が８：５の場合に関して示して
おり、図５に示した例では、ＷＱＸＧＡ(Wide Quad-XGA)の画像表示装置が該当する。
【０１００】
　図９に示す例では、電子拡大処理部８１は、プロセッサＣＰＵ６１からの制御情報によ
り、撮像画像の中心部の画像に比べて周辺部の画像の拡大率を大きくして電子拡大処理す
る第１の電子拡大処理を行い、画像切り出し部８２は、画像表示装置１４の表示エリアの
アスペクト比（８：５）と同じアスペクト比になるように電子拡大処理された画像データ
から表示用画像データを切り出し、切り出した表示用画像データをマスク処理部８３に出
力する。これらの画像処理は、本発明の第１の画像処理に相当する。
【０１０１】
　図９に示す実施形態は、図７及び図８に示した実施形態と比較して第１の電子拡大処理
の内容が相違する。
【０１０２】
　即ち、図９に示す第１の電子拡大処理は、撮像画像の周辺部の画像（斜線で示した画像
）の拡大率を、撮像画像の中心部の画像の拡大率よりも大きくする際に、撮像画像の中心
部の画像の最外周と画像表示装置の表示エリアの左端又は右端との間に撮像画像の周辺部
の画像が収まるように、撮像画像の周辺部の画像の拡大率を決定している。これにより、
画像表示装置１４のワイド画面をより有効に活用している。
【０１０３】
　［アスペクト比が一致していない場合（撮像画像に対して表示エリアが縦長のアスペク
ト比を有する場合）］
　図１０は、撮像画像のアスペクト比（４：３）と、画像表示装置１４の表示エリアのア
スペクト比（５：４）とが一致していない場合に画像表示装置１４に表示される表示画面
の一例を示す図であり、特に画像表示装置１４の表示エリアのアスペクト比の値（１．２
５）が、撮像画像のアスペクト比の値（１．３３）よりも小さい場合（撮像画像に対して
表示エリアが縦長のアスペクト比を有する場合）に関して示している。
【０１０４】
　この場合、電子拡大処理部８１は、プロセッサＣＰＵ６１からの制御情報により、撮像
画像の全域の拡大率を一定に電子拡大処理する第２の電子拡大処理を行い、画像切り出し
部８２は、電子拡大処理された画像データをそのまま後段のマスク処理部８３に出力する
。
【０１０５】
　撮像画像の全域の拡大率は、画像表示装置の表示エリアの横の画素数と撮像画像の横の
画素数との比により決定することが好ましく、例えば、撮像画像がＶＧＡ（Video Graphi
cs Array）の画素数（640×480)を有し、画像表示装置の表示エリアがＳＸＧＡ（Super e
Xtended Graphics Array）の画素数(1280×1024)を有する場合、両者の横方向の画素数の
比である２００％にする。
【０１０６】
　マスク処理部８３は、画像表示装置の表示エリアの画素数に対応するサイズのマスク画
像データに基づいて表示用画像データ中の不要なエリアや表示用画像データがないエリア
をマスク処理する。
【０１０７】
　図６に示した画像表示装置の表示エリアのアスペクト比と撮像画像のアスペクト比とが
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一致している場合のマスク処理と比較すると、図１０に示すように画像表示装置の表示エ
リアの上端部及び下端部に対応するエリアもマスク処理され、画像表示装置の表示エリア
に対応する表示用画像データが生成される。
【０１０８】
　図１１は、画像表示装置１４の表示画面の一例を示す図である。
【０１０９】
　図１１に示す実施形態では、画像表示装置１４の表示画面１４ａは、撮像された内視鏡
画像が表示される表示エリア１４ｂと、内視鏡画像に付属する情報として患者情報、撮像
部位、撮像年月日等の撮像情報が表示される情報エリア１４ｃ、１４ｄとを有している。
【０１１０】
　本発明において、表示画面１４ａの全面に内視鏡画像を表示する場合には、表示画面１
４ａが画像表示装置１４の表示エリアであり、上記のように表示画面１４ａが表示エリア
１４ｂと情報エリア１４ｃ、１４ｄとを有するマルチ画面の場合には、表示エリア１４ｂ
が、画像表示装置１４の表示エリアである。
【０１１１】
　この場合、表示エリア１４ｂの表示サイズは、画像表示装置１４から取得するのではな
く、プロセッサＣＰＵ６１が、マルチ画面の設定にしたがって決定することができる。
【０１１２】
　［カプセルシステムへの適用例］
　本発明の電子内視鏡システム１０を構成する電子内視鏡としては、軟性内視鏡、硬性内
視鏡、工業用内視鏡、カプセルシステム（カプセル型内視鏡ともいう）などが挙げられる
。以下、カプセルシステムを例に挙げ、図面を参照しつつ、詳細に説明する。
【０１１３】
　図１２で示すように、カプセルシステム５０１は、照明システム５１２と、対物レンズ
５１４及び画像センサ５１６を備えるカメラとを含む。画像センサ５１６でキャプチャさ
れた画像は、画像プロセッサ５１８によって処理される。画像プロセッサ５１８は、デジ
タル信号処理部（ＤＳＰ）又は中央処理装置（ＣＰＵ）で実行されるソフトウェアにて、
又はハードウェアにて、或いはソフトウェア及びハードウェアの両者の組み合わせにて実
装されるようにすることができる。処理された画像は、画像圧縮サブシステム５１９（実
施形態によっては、画像プロセッサ５１８のＤＳＰで実行されるソフトウェアに実装され
ることもある）によって圧縮される。圧縮されたデータは、アーカイブメモリシステム５
２０に保存される。カプセルシステム５０１は、バッテリ電源５２１及び出力ポート５２
６を含む。カプセルシステム５０１は、蠕動によって消化管（ＧＩ管）５００の中を進む
ことができる。
【０１１４】
　照明システム５１２は、ＬＥＤが実装されるようにすることもできる。図１２では、Ｌ
ＥＤはカメラの開口に近接して配置されているが、他の配置も可能である。光源が、例え
ば、開口の後ろに備えられることもある。レーザダイオードのような他の光源が使用され
ることもある。別の方法として、白色光源又は２つ以上の狭い波長帯域の光源を組み合わ
せたものが用いられることもある。長い波長の光を放射するため、ＬＥＤの光によって励
起されるリン光性材料とともに、白色ＬＥＤを使用することも可能である。白色ＬＥＤに
は、青色ＬＥＤ又は紫ＬＥＤが含まれることがある。光を通過させるためのカプセルハウ
ジングの所定の部分は、生物学的に適合したガラス又はポリマから作られる。
【０１１５】
　対物レンズ５１４は、画像センサ５１６にＧＩ管５００等の内腔の壁の画像が読み取ら
れるようにするものであり、複数の屈折レンズ要素、回折レンズ要素、又は反射レンズ要
素を含むものであって良い。
【０１１６】
　画像センサ５１６は、受光した光強度を対応する電気信号に変換するものであり、電荷
結合素子（ＣＣＤ）又は相補型金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）型デバイスによって提供さ
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れるようにすることができる。画像センサ５１６は、単色に反応するものであって良く、
或いは（例えば、ＲＧＢ又はＣＹＭ表現を用いて）カラー画像をキャプチャすることがで
きるカラーフィルタアレイを含むこともある。この画像センサ５１６は、本発明の固体撮
像素子の一形態に相当するものである。
【０１１７】
　画像センサ５１６からのアナログ信号は、デジタル形式で処理することができるように
デジタル形式に変換されることが好ましい。そのような変換は、センサ内（今回の実施形
態の場合）、又はカプセルハウジング５１０の別の部分に備えられるアナログ－デジタル
（Ａ／Ｄ）コンバータを用いて実施される。Ａ／Ｄユニットは、画像センサ５１６とシス
テムの他の部分との間に備えられるようにすることもできる。照明システム５１２のＬＥ
Ｄは、画像センサ５１６の動作と同期化される。カプセルシステム５０１の制御モジュー
ル（図示せず）には、機能の１つとして、画像のキャプチャ動作中にＬＥＤを制御すると
いうものがある。
【０１１８】
　内視鏡記憶部５２７は、上記実施形態の内視鏡記憶部４９に記憶される撮像素子情報４
９Ａ及びレンズ情報４９Ｂに相当する、画像センサ５１６のセンサ情報及び対物レンズ５
１４のレンズ情報を記憶している。内視鏡記憶部５２７に記憶されている画像センサ５１
６のセンサ情報及び対物レンズ５１４のレンズ情報は、出力ポート５２６を介してプロセ
ッサ装置に送信される。
【０１１９】
　図１３は、本発明の一実施形態に係る飲み込み式カプセルシステム５０２を示す。カプ
セルシステム５０２は、アーカイブメモリシステム５２０及び出力ポート５２６を必要と
していないという点を除いて、図１２のカプセルシステム５０１と実質的に同様な構成に
することができる。カプセルシステム５０２は、ワイヤレス送信に使用される通信プロト
コルエンコーダ１３２０及び送信器１３２６も含む。カプセルシステム５０１及びカプセ
ルシステム５０２の要素のうち、実質的に同一の要素は同じ参照符号が付与されている。
したがって、それらの構造及び機能はここでは再び説明しない。制御モジュール５２２は
、カプセルシステム５０２の全体を統括制御する。通信プロトコルエンコーダ１３２０は
、ＤＳＰ又はＣＰＵで実行されるソフトウェアにて、ハードウェアにて、又はソフトウェ
ア及びハードウェアの組み合わせにて実装される。送信器１３２６は、キャプチャされた
デジタル画像を送信するためのアンテナシステムを含む。
【０１２０】
　制御モジュール５２２のＲＯＭ（図示せず）の一部は、内視鏡記憶部５２８として機能
する。内視鏡記憶部５２８は、上記実施形態の内視鏡記憶部４９に記憶される撮像素子情
報４９Ａ及びレンズ情報４９Ｂに相当する、センサ情報及びレンズ情報を記憶している。
内視鏡記憶部５２８に記憶されているセンサ情報及びレンズ情報は、送信器１３２６を介
してプロセッサ装置に送信される。
【０１２１】
　上記カプセルシステム５０１及びカプセルシステム５０２に対応するプロセッサ装置は
、カプセルシステムに対応しているという点を除けば、上記実施形態のプロセッサ装置と
基本的に同じ構成であり、第１の画像処理と第２の画像処理とを行う。これにより、上記
実施形態で説明した効果と同様の効果が得られる。
【０１２２】
　［その他の実施形態］
　画像処理部６５（電子拡大処理部８１）における第１の画像処理における撮像画像の中
心部及び周辺部の拡大率は、図４に示すように拡大率設定部５１によりユーザが任意に設
定するようにしてもよい。
【０１２３】
　この場合、拡大率設定部５１による拡大率の設定は、撮像画像の中心部の表示サイズを
任意に設定することにより行う場合と、撮像画像の周辺部の表示サイズを任意に設定する
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ことにより行う場合とがある。
【０１２４】
　即ち、プロセッサＣＰＵ６１（表示サイズ取得部）は、画像表示装置１４と通信するこ
とにより画像表示装置１４の表示エリアの表示サイズを取得することができる。拡大率設
定部５１は、撮像画像の中心部の表示サイズが任意に設定されると、任意に設定された撮
像画像の中心部の表示サイズと、プロセッサＣＰＵ６１が取得した表示エリアの表示サイ
ズとから撮像画像の周辺部の表示サイズを算出することができ、任意に設定した中心部の
表示サイズと算出した周辺部の表示サイズとから、撮像画像の中心部及び周辺部の拡大率
を設定することができる。
【０１２５】
　同様に、拡大率設定部５１は、撮像画像の周辺部の表示サイズが任意に設定されると、
任意に設定された撮像画像の周辺部の表示サイズと、プロセッサＣＰＵ６１が取得した表
示エリアの表示サイズとから撮像画像の中心部の表示サイズを算出することができ、任意
に設定した周辺部の表示サイズと算出した中心部の表示サイズとから、撮像画像の中心部
及び周辺部の拡大率を設定することができる。
【０１２６】
　また、本実施形態の画像処理部６５は、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比と撮
像画像のアスペクト比とに応じて、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が、撮
像画像のアスペクト比の値よりも大きいとき、撮像画像の中心部の画像に比べて周辺部の
画像の拡大率を大きくし、かつ画像表示装置の表示エリアのアスペクト比に合わせる第１
の画像処理を行い、画像表示装置の表示エリアのアスペクト比の値が、撮像画像のアスペ
クト比の値以下のとき、撮像画像の全域の拡大率を一定にし、かつ画像表示装置の表示エ
リアのアスペクト比に合わせる第２の画像処理を行うようにしたが、これに限らず、画像
処理部６５に第１の画像処理を行わせる第１のモード、又は画像処理部６５に第２の画像
処理を行わせる第２のモードを手動操作により選択させるモード選択部５３（図４参照）
を設け、画像処理部６５は、モード選択部５３により第１のモードが選択されると、第１
の画像処理を優先させ、モード選択部５３により第２のモードが選択されると、第２の画
像処理を優先させて画像処理を行うようにしもよい。これによれば、手動操作による第１
のモード又は第２のモードでの画像処理を優先させることにより、周辺部の画像が圧縮さ
れていても生の画像を見たいという要求や、中心部の見えが劣化しても周辺部の見えを優
先させたいという要求に応えることができる。
【０１２７】
　また、プロセッサＣＰＵ６１（レンズ情報取得部）は、電子内視鏡１１と通信して電子
内視鏡１１から対物レンズ４４のレンズ特性を示すレンズ情報４９Ｂを取得することがで
きる。尚、レンズ情報４９Ｂには、対物レンズ４４の最大画角（θ２）、撮像画像の中心
部の画像の画角（θ１）、撮像画像の周辺部の画像の圧縮率等を含めることができる。
【０１２８】
　そして、画像処理部６５は、プロセッサＣＰＵ６１により取得したレンズ情報４９Ｂに
基づいて電子内視鏡１１の対物レンズ４４の最大画角（θ２）が１２０°未満と判断する
と、第２の画像処理のみを行うことができる。また、画像処理部６５は、プロセッサＣＰ
Ｕ６１により取得したレンズ情報４９Ｂに基づいて電子内視鏡１１の対物レンズ４４の最
大画角（θ２）が１２０°以上の広角レンズであると判断すると、画像表示装置の表示エ
リアのアスペクト比と撮像画像のアスペクト比とに応じて、第１の画像処理と第２の画像
処理と切り替えて行うことができる。
【０１２９】
　更にまた、レンズ情報４９Ｂにより対物レンズ４４の最大画角（θ２）と、撮像画像の
中心部の画像の画角（θ１）とを取得することができれば、画像処理部６５は、撮像画像
の周辺部の画像を中心部の画像よりも拡大率を大きくする際に、撮像画像の中心部の画像
と周辺部の画像とを特定することができる。
【０１３０】
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　また、画像処理部６５は、プロセッサＣＰＵ６１（表示情報取得部）が画像表示装置の
表示エリアのアスペクト比に関する情報（アスペクト比、アスペクト比を示す値、又は縦
横の画素数）を取得できないときは、第１の画像処理は行わずに撮像画像の全域の拡大率
を一定にする第２の画像処理のみを行うことが好ましい。
【０１３１】
　更に、本発明は上述した実施形態に限定されず、本発明の精神を逸脱しない範囲で種々
の変形が可能であることは言うまでもない。
【符号の説明】
【０１３２】
　１０…電子内視鏡システム、１１…電子内視鏡、１２…光源装置、１３…プロセッサ装
置、１４…画像表示装置、４４…対物レンズ、４５…固体撮像素子、４７…内視鏡ＣＰＵ
、４９…内視鏡記憶部、５１…拡大率設定部、５３…モード選択部、６１…プロセッサＣ
ＰＵ、６４…操作部、６５…画像処理部、８１…電子拡大処理部、８２…画像切り出し部
、８３…マスク処理部、１５０…有効画素エリア、１５５…表示可能画素エリア、１６０
…結像エリア、１７０…表示画素エリア

【図１】 【図２】



(20) JP 6308673 B2 2018.4.11

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】



(21) JP 6308673 B2 2018.4.11

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】 【図１３】



(22) JP 6308673 B2 2018.4.11

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１１－１３１０２３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－３３６６３３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－０６６６４６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－２０５６１９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－１０３７９４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－２２２６５８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　１／００－　１／３２
              Ｇ０２Ｂ　　２３／２４－２３／２６



专利名称(译) 用于电子内窥镜和电子内窥镜系统的图像处理设备

公开(公告)号 JP6308673B2 公开(公告)日 2018-04-11

申请号 JP2014207799 申请日 2014-10-09

[标]申请(专利权)人(译) 富士胶片株式会社

申请(专利权)人(译) 富士胶片株式会社

当前申请(专利权)人(译) 富士胶片株式会社

[标]发明人 疋田麻衣
鈴木一誠

发明人 疋田 麻衣
鈴木 一誠

IPC分类号 A61B1/045 G02B23/24

CPC分类号 H04N5/23229 A61B1/00009 A61B1/0002 A61B1/00045 A61B1/041 A61B1/0684 H04N5/2256 H04N5
/23293 H04N5/23296 H04N2005/2255

FI分类号 A61B1/045.610 G02B23/24.B A61B1/00.320.B A61B1/00.610 A61B1/00.640 A61B1/04 A61B1/04.370 
A61B1/06.A A61B1/07.730

F-TERM分类号 2H040/GA02 2H040/GA06 2H040/GA10 2H040/GA11 4C161/CC06 4C161/GG28 4C161/LL01 4C161
/NN01 4C161/NN05 4C161/PP12 4C161/TT12 4C161/TT15 4C161/WW03 4C161/WW19 4C161/XX01 
4C161/XX02

其他公开文献 JP2016073572A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

甲电子在其中能够提高所捕获的图像中的中心的周边部分的图像的外
观，而不降低图像的外观，和通过广角物镜所捕获拍摄的图像的特定条
件下一种用于观察镜的图像处理设备，电子内窥镜系统和用于电子内窥
镜的图像处理方法那。当图像显示设备的显示区域的宽高比的值大于由
图像捕获信号指示的捕获图像的宽高比的值时，中心部分外侧的周边部
分的图像以及图像显示装置的显示区域的宽高比并执行匹配的图像处
理。因此，在不损害图像的外观在所捕获的图像的中心，另外，因为大
的倍率使用显示区域中的捕捉到的图像的周边部分的图像的散布的横
向，周边图像你可以改善外观。 发明背景

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7cd7d4eb-54ed-440a-9a4e-ac501871181e
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/055656336/publication/JP6308673B2?q=JP6308673B2

